
ー
ジ
ュ
だ
け
で
フ
ル
コ
ー
ス
を
作
っ
て
い

る
。
日
本
イ
タ
リ
ア
料
理
協
会
会
長
で
も

あ
る
グ
ラ
ン
シ
ェ
フ
佐
竹
弘
氏
は
、「
キ

ャ
パ
の
大
き
い
ト
マ
ト
だ
」
と
感
嘆
す
る
。

旨
み
が
強
い
だ
け
で
は
な
く
、
加
熱
し
て

も
水
分
が
あ
ま
り
出
な
い
た
め
煮
込
み
や

味
付
け
に
時
間
が
か
か
ら
ず
、
調
理
し
や

す
い
と
い
う
。

こ
の
新
品
種
を
開
発
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア

エ
コ
サ
イ
エ
ン
ス
㈱
（
竹
下
達
夫
社
長
）

は
、
園
芸
種
子
と
農
業
資
材
の
販
売
で
売
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東
京
・
青
山
な
ど
の
流
行
先
端
街
で
、

ト
マ
ト
料
理
が
は
や
っ
て
い
る
。
新
し
い

調
理
用
ト
マ
ト
が
開
発
さ
れ
て
、
美
味
し

い
、
調
理
し
や
す
い
と
、
シ
ェ
フ
た
ち
が

惚
れ
込
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
赤
坂
溜
池
の

飲
食
店
で
は
「
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
鍋
」

と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
が
、
お
客
の
人
気
を
得

て
い
る
。「
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
」
と

い
う
の
は
、
2
0
0
5
年
発
売
さ
れ
た
新

品
種
の
中
玉
ト
マ
ト
の
名
前
だ
。

南
青
山
に
あ
る
イ
タ
リ
ア
料
理
店
で
は

「
〝
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
〞の
フ
ル
コ
ー

ス
」
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
店
も
リ
ピ
ー

タ
ー
が
多
い
。
従
来
の
フ
ル
コ
ー
ス
は
、

前
菜
に
は
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
、
サ
ラ
ダ
に

は
プ
チ
ト
マ
ト
、
パ
ス
タ
料
理
に
は
イ
タ

リ
ア
ン
ト
マ
ト
の
サ
ン
マ
ル
ツ
ァ
ー
ノ

と
、
5
〜
8
種
類
の
ト
マ
ト
を
使
っ
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
現
在
は
シ
シ
リ
ア
ン
ル

消
費
側
か
ら
の
観
点
で
育
種
し
、

新
品
種
を
開
発
、
農
家
所
得
を

倍
増
さ
せ
た
種
苗
ベ
ン
チ
ャ
ー

1,400 

1,200 

1,000 

800 

600 

400 

200 

0

単位: 1,000t

1980 1985 1990 1995 2000 2003

（出所）FAOSTAT：Food Balance Sheets

供給 

生産 

輸入 

図①　トマト市場の長期推移

「
生
で
食
べ
て
も
美
味
し
い
」
と
話
題
に
な
り
、
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
た
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
「
味
来
」。
そ
れ
を
世
に
送

り
出
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
エ
コ
サ
イ
エ
ン
ス
㈱
は
、
新
た
に
調
理
用
ト
マ
ト
を
開
発
し
た
。
消
費
側
の
観
点
に
立
っ
た

品
種
開
発
は
、
新
市
場
も
創
出
し
、
農
業
を
成
長
産
業
に
す
る
。

叶
芳
和
（
評
論
家
・
帝
京
平
成
大
学
教
授
）
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上
高
10
億
円
程
度
で
あ
る
が
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
秀
で
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ

る
。
世
界
的
な
育
種
企
業
で
あ
る
パ
イ
オ

ニ
ア
･
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
･
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
社
（
米
国
ア
イ
オ
ワ
州
）
の
血
筋

を
引
い
て
い
る
。
同
社
の
日
本
法
人
（
竹

下
達
夫
社
長
）
と
パ
イ
オ
ニ
ア
エ
コ
サ
イ

エ
ン
ス
は
兄
弟
会
社
で
あ
る
が
、
社
内
に

育
種
機
能
は
な
い
。
育
種
は
世
界
中
の
ブ

リ
ー
ダ
ー（
新
し
い
品
種
を
作
り
出
す
人
）

の
中
か
ら
探
す
。
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で

あ
る
。
こ
の
発
想
が
良
い
。
シ
シ
リ
ア
ン

ル
ー
ジ
ュ
の
育
種
は
地
中
海
に
浮
か
ぶ
シ

シ
リ
ア
島
の
イ
タ
リ
ア
人
ブ
リ
ー
ダ
ー
・

マ
ウ
ロ
氏
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

日
本
の
消
費
者
の
好
み
を
的
確
に
捉
え
ブ

リ
ー
ダ
ー
に
注
文
で
き
た
同
社
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
力
の
勝
利
で
も
あ
る
。

新
品
種
開
発
は
当
た
り
は
ず
れ
が
大
き

く
、
成
功
の
確
率
は
小
さ
い
の
が
普
通
で

あ
る
が
、
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
は
一
発

で
当
た
っ
た
。
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
市
場
で

3
割
ほ
ど
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
品
種
、「
味

来
」
を
世
に
送
り
出
し
た
の
も
同
社
だ
が
、

こ
れ
も
一
発
で
当
た
っ
た
。
同
社
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
力
は
凄
い
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
は
ま
だ
ニ
ッ
チ
･
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
成

功
で
あ
る
。
次
の
開
発
は
巨
大
な
市
場
を

持
つ
生
食
用
ト
マ
ト
と
い
う
本
命
市
場
の

新
品
種
に
照
準
を
当
て
て
い
る
。

ト
マ
ト
需
要
は
成
長
市
場
で
あ
る
。
農

業
分
野
で
は
珍
し
い
存
在
だ
。
し
か
し
、

輸
入
品
が
伸
び
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
国

産
は
伸
び
て
い
な
い
。
1
9
8
0
年
代
か

ら
90
年
代
初
め
に
か
け
て
、
需
要
は
む
し

ろ
減
少
し
た
。
国
産
ト
マ
ト
は
生
食
用
が

ほ
と
ん
ど
で
、
成
長
市
場
の
加
工
・
業
務

用
は
輸
入
品
に
取
ら
れ
て
い
る
た
め
だ
。

F
A
O
統
計
に
よ
る
と
、
ト
マ
ト
の
総
需

要
は
1
0
7
万
t
も
あ
る
が
（
粗
食
糧
ベ

ー
ス
、
2
0
0
3
年
）、
国
産
ト
マ
ト
の

生
産
量
は
76
万
t
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

輸
入
量
は
41
万
t
も
あ
り
、
年
々
輸
入
は

増
え
て
い
る
（
図
1
参
照
）。

たけした・たつお●1947年生まれ。
1969年一橋大学卒業後、三菱商事
㈱勤務。80年イースタンハイブレ
ッド㈱代表取締役社長就任。84年
世界的な種苗会社パイオニア・ハ
イブレッド・インターナショナル
社の日本法人パイオニア・ハイブ
レッド・ジャパン㈱代表取締役社
長就任。2000年パイオニア・ハイ
ブレッド・ジャパンの社内ベンチ
ャーを分離・独立し、パイオニア
エコサイエンス㈱設立。現在、代
表取締役社長を兼務。

パイオニアエコサイエンス㈱
代表取締役社長

家計向け生食用 38％ 

業務用 21％ 

加工用 41％ 

国産 36％ 

輸入 ２％ 
（家計向けの４％） 

国産 ８％ 

輸入 13％ 
（業務用の62％） 

国産 ６％ 

輸入 35％ 
（加工用の85％） 

国産 
50％ 

輸入 
50％ 

62％ 

トマト総需要 
 

＜バランス表＞ 

家計向け生食用 58万ｔ 

業務用 32万ｔ 

加工用 62万ｔ 

国産 55万ｔ 

輸入 3万ｔ 

国産 12万ｔ 

輸入 20万ｔ 

国産 9万ｔ 

輸入 53万ｔ 

国産 
76万ｔ 

輸入 
76万ｔ 

トマト総需要 
 152万ｔ 

＜実需表（2005年）＞ 

（注1）2005年（平成17年）粗食糧ベース。輸入は生鮮換算値。筆者推計。 
（注2）用途別需要の割合は農水省生産局園芸課流通加工対策室調べ。なお、『農林水産政策研究』

第11号（2006年）所収の小林茂典氏の論文参照。 
（注3）加工用・業務用の分類（3分類）は、平成12年値（39％対19％）から筆者試算。輸入欄下の（　）

内は平成12年値であるが、そのまま使用した。 

（注1）国産トマトの生産量（収穫量）をベースに、上のバランス表から逆算した（試算値）。筆者推計。 

ギリシャ 
チュニジア 
トルコ 
エジプト 
イタリア 
レバノン 
ポルトガル 
イスラエル 
スペイン 
アメリカ 
フランス 
中　　国 

西ヨーロッパ 
アジア平均 
世界平均 
日　　本 

116 
92 
86 
84 
66 
59 
53 
51 
43 
34 
26 
19 
33 
13 
16 
8

加工・加熱調理 

調　理　方　法 消費量（kg） 国　　名 

生食がほとんど 
（出所）FAOSTAT：Food Balance Sheet 2003

地
中
海
沿
岸
諸
国 

参
　
　
考 

図②　トマトの用途別需要の推計 表①　トマト消費の国際比較（1人当たりの消費量：2003年）

世
界
の
ト
マ
ト
消
費
を
見
る
と
、
地
中

海
沿
岸
諸
国
で
は
1
人
当
た
り
年
間
50
〜

1
0
0
㎏
食
し
て
い
る
。
パ
ス
タ
を
食
文

化
と
す
る
国
々
で
あ
り
、
ト
マ
ト
を
調
理

用
で
大
量
消
費
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

日
本
は
わ
ず
か
8
㎏
で
あ
る
。
家
計
向
け

生
食
用
で
の
消
費
で
は
限
界
が
あ
る
と
い

え
よ
う
。

日
本
で
の
「
イ
タ
飯
」
ブ
ー
ム
は
早
く

か
ら
始
ま
っ
た
が
、
国
産
ト
マ
ト
の
需
要

が
伸
び
な
い
の
は
、
生
食
用
品
種
ば
か
り

で
、
調
理
に
向
い
た
品
種
が
開
発
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
シ
シ
リ

ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
と
い
う
新
星
が
現
れ
た
の

で
あ
る
。

従
来
の
調
理
用
ト
マ
ト
は
、
皮
が
厚
く

水
分
が
多
い
た
め
湯
む
き
や
水
分
を
飛
ば
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る
事
が
あ
る
が
、
消
費
者
に
好
ま
れ
る
シ

シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
は
す
ぐ
に
売
れ
る
。

単
収
は
大
玉
の
7
割
で
あ
る
が
単
価
が
違

う
た
め
、
売
上
高
は
10
a
当
た
り
1
0
0

万
円
以
上
も
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
の
方

が
高
い
。

利
益
率
は
も
っ
と
違
う
。
コ
ス
ト
は
大

差
な
い
か
ら
だ
。
表
2
は
熊
本
県
の
ト
マ

ト
農
家
（
契
約
栽
培
）
の
事
例
で
あ
る
が
、

大
玉
ト
マ
ト
の
粗
利
益
は
10
a
当
た
り
1

8
0
万
円
、
こ
れ
に
対
し
シ
シ
リ
ア
ン
ル

ー
ジ
ュ
は
2
倍
の
3
4
5
万
円
、
す
べ
て

直
売
し
た
と
す
る
と
1
1
7
0
万
円
に
も

な
る
。
仮
に
直
売
比
率
が
3
割
と
し
て
も
、

粗
利
益
は
5
9
0
万
円
と
な
り
、
大
玉
の

3
倍
の
利
益
に
な
る
。

こ
の
事
実
の
含
意
は
ト
マ
ト
経
営
に
衝

撃
を
与
え
る
も
の
だ
。
大
玉
が
売
れ
残
る

と
い
う
事
は
、
も
う
増
産
が
難
し
い
と
い

う
こ
と
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
シ
シ
リ
ア
ン

ル
ー
ジ
ュ
は
、
す
ぐ
に
売
り
切
れ
、
リ
ピ

ー
ト
オ
ー
ダ
ー
も
多
い
と
い
う
こ
と
だ
か

ら
、
栽
培
面
積
を
増
や
す
事
が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
、
増
産
す
れ
ば
少
し
は
価
格
に

影
響
が
出
る
で
あ
ろ
う
が
、
調
理
用
市
場

を
新
し
く
創
出
し
て
い
く
途
上
に
あ
る
の

で
、
当
面
、
大
き
な
価
格
下
落
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
大
玉
ト
マ
ト
の
作
付
け
を
減
ら

し
、
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
に
切
り
替
え

る
農
家
が
増
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
同
時
に
、
全
国
の
ト
マ
ト
栽

培
面
積
の
増
大
に
繋
が
ろ
う
。

す
の
に
時
間
が
掛
か
り
す
ぎ
る
な
ど
、
面

倒
な
点
が
あ
っ
た
。
一
方
、
ト
マ
ト
ピ
ュ

ー
レ
や
缶
詰
の
ホ
ー
ル
ト
マ
ト
は
煮
込
み

時
間
は
短
縮
で
き
る
も
の
の
、
新
鮮
さ
に

欠
け
美
味
し
く
な
い
。
美
味
し
さ
と
手
間
、

こ
の
二
律
背
反
を
〝
育
種
の
力
〞
で
克
服

し
た
の
が
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
で
あ

る
。
短
時
間
に
、
簡
単
に
調
理
で
き
、
し

か
も
美
味
し
い
。

従
来
、
日
本
の
農
産
物
の
育
種
は
、〝
消

費
者
〞で
は
な
く
、
農
家
の
方
に
顔
を
向

け
て
い
た
。
農
家
が
作
り
や
す
い
品
種
の

開
発
を
目
指
し
、
病
虫
害
や
単
収
向
上
を

目
標
に
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
流
通
の
し

や
す
さ
が
重
視
さ
れ
た
。
曲
が
っ
た
キ
ュ

ウ
リ
は
ダ
メ
、
形
状
が
揃
っ
て
い
て
箱
詰

め
し
や
す
い
も
の
を
狙
っ
た
。「
消
費
」

や
ク
ッ
キ
ン
グ
の
視
点
は
な
か
っ
た
。

物
不
足
の
時
代
は
そ
れ
で
よ
か
っ
た
。

し
か
し
、
今
日
の
よ
う
な
過
剰
の
時
代
に

な
っ
て
く
る
と
、
収
量
で
は
な
く
、
美
味

し
さ
や
調
理
の
し
や
す
さ
が
競
争
の
決
め

手
に
な
る
。
こ
の
新
し
い
時
代
の
顧
客
を

満
足
さ
せ
る
観
点
か
ら
育
種
さ
れ
た
の
が

シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。

逆
説
的
だ
が
、
こ
の
消
費
志
向
の
育
種

は
、
農
家
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
た
。

福
島
県
の
ト
マ
ト
農
家
の
事
例
で
は
、
直

売
所
で
販
売
す
る
場
合
、
価
格
は
1
㎏
当

た
り
大
玉
が
4
5
0
円
、
中
玉
が
8
0
0

円
だ
が
、
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
は
1
0

0
0
円
で
あ
る
。
大
玉
ト
マ
ト
は
売
れ
残

シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
は
調
理
用
の
市

場
を
創
出
し
、
さ
ら
に
、
業
務
用
な
ど
の

輸
入
代
替
も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
が
進
め

ば
、
ト
マ
ト
は
成
長
産
業
に
な
ろ
う
。

新
品
種
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
は
消
費

者
の
効
用
を
高
め
た
だ
け
で
は
な
く
、
農

家
の
所
得
も
向
上
さ
せ
た
。「
消
費
」
側

の
観
点
か
ら
の
育
種
が
、
農
家
に
顔
を
向

け
た
育
種
よ
り
も
農
家
利
益
を
大
き
く
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
逆
説
こ
そ
、
日
本
の

農
政
と
農
業
界
へ
の
警
醒
の
辞
で
あ
る
。

パ
イ
オ
ニ
ア
エ
コ
サ
イ
エ
ン
ス
は
、
一

足
早
く
ヒ
ッ
ト
商
品
を
世
に
送
り
出
し
て

い
る
。
1
9
9
7
年
に
開
発
し
た
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
の
新
品
種
「
味
来
」
は
、
と
ん

で
も
な
く
甘
く
（
糖
度
17
〜
18
度
）、「
生

で
も
美
味
し
い
、
フ
ル
ー
ツ
み
た
い
」
と

消
費
者
に
歓
迎
さ
れ
、
2
0
0
0
年
に
は

大
ブ
レ
ー
ク
し
た
。
現
在
、
市
場
シ
ェ
ア

は
3
割
位
占
め
る
と
い
わ
れ
る
。
当
初
、

味
来
は
農
家
や
農
協
で
は
不
評
で
あ
っ

た
。
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
、
発
芽
が
悪
い
と

い
う
の
が
理
由
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ス

ー
パ
ー
で
試
験
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
消
費

者
に
大
歓
迎
さ
れ
、
大
ヒ
ッ
ト
し
た
の
で

あ
る
。
農
家
で
は
な
く
、
消
費
者
が
品
種

の
ブ
ラ
ン
ド
を
作
っ
た
最
初
の
品
種
と
い

え
よ
う
。

従
来
は
、
作
り
易
さ
や
青
果
物
の
サ
イ

ズ
・
熟
期
を
重
視
し
た
品
種
が
栽
培
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
味
来
は
食
味
を

重
視
し
た
品
種
改
良
を
し
た
。
つ
ま
り
、

消
費
者
を
志
向
し
た
育
種
で
あ
る
。「
美

味
し
く
て
小
ぶ
り
」
な
も
の
が
売
れ
筋
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
抜
い
た
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
成
果
だ
。
千
葉
県
の
生
産
者
の

話
に
よ
る
と
、
東
京
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
味
来

を
買
い
に
家
ま
で
来
る
お
客
さ
ん
が
い
る

の
で
、
今
年
も
味
来
を
作
る
と
い
う
。
ち

な
み
に
、
味
来
の
10
a
当
た
り
粗
収
入
は
、

作
型
（
ハ
ウ
ス
･
ト
ン
ネ
ル
・
露
地
）
に

単　収 

価　格 

粗収入 

コスト 

粗利益 

大　　玉 シシリアンルージュ 

（注）熊本県のトマト農家の事例をもとに試算。 

　20 

230 

460 

280 
 

160 
 

t/10a 

円/㎏ 

万円 

万円 
 

万円 

t/10a 

円/㎏ 

万円 

万円 
 

万円 

  

円/㎏ 

万円 

万円 
 

万円 

 

契約栽培 

15 

450 

675 

330 

345

契約栽培 

─ 

1,000 

1,500 

330 

1,170

直売 

（経費率 6割） 

表②　トマト品種別の経営収支（試算）
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よ
り
異
な
る
が
、
約
3
8
0
0
〜
4
2
0

0
株
栽
培
し
て
、
20
〜
40
万
円
で
あ
る
。

全
国
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
栽
培
は
減
少
気

味
で
あ
る
が
、
味
来
の
出
現
が
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
作
付
け
の
下
支
え
を
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

図
3
に
示
す
よ
う
に
、
味
来
の
栽
培
面

積
は
急
拡
大
し
た
。
当
初
は
7
0
0
ha
程

度
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
や
3
0
0
0
ha
で

あ
る
（
2
0
0
6
年
の
減
少
は
種
子
不
足

に
よ
る
）。
小
泉
内
閣
の
構
造
改
革
特
区

と
し
て
「
農
業
特
区
」
が
生
ま
れ
、
地
域

活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
大
き
な
話
題
に

な
っ
た
が
、「
農
業
特
区
」
の
貸
付
面
積

は
4
7
2
ha
（
2
0
0
5
年
度
現
在
）
で

あ
り
、
当
時
、
政
府
の
5
年
後
の
目
標
は

3
倍
（
1
5
0
0
ha
）
で
あ
っ
た
。
政
府

の
「
農
業
特
区
」
よ
り
、
一
企
業
の
新
品

種
開
発
の
方
が
は
る
か
に
農
業
、
農
家
、

農
村
へ
の
影
響
が
大
き
い
の
で
あ
る
。

味
来
の
開
発
に
は
、
米
国
の
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
が
絡
ん
で
い
る
。
も
と
も
と
は
飼

料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
種
子
の
最
大
手
で
あ

る
米
国
の
パ
イ
オ
ニ
ア
･
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
の
育
種
試

験
場
が
北
海
道
北
見
市
に
あ
り
、
そ
こ
で

社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
的
に
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

の
育
種
も
始
め
て
い
た
。
そ
の
遺
伝
子
資

源
を
使
い
、
米
国
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

ブ
リ
ー
ダ
ー
に
資
金
提
供
し
て
開
発
し
た

の
が
味
来
で
あ
る
。

シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
の
開
発
も
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
小
さ
な
企
業

の
中
の
経
営
資
源
に
限
定
さ
れ
ず
、
世
界

中
か
ら
遺
伝
子
資
源
と
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
選

ん
で
、
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
合
う
品
種

を
開
発
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
だ
か
ら
、
世
界
一
の
も
の
を
使
う

こ
と
が
で
き
る
。
消
費
者
重
視
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
と
世
界
一
の
遺
伝
子
資
源
＆
ブ

リ
ー
ダ
ー
の
組
み
合
わ
せ
が
成
功
の
秘
訣

だ
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力
さ
え
あ
れ
ば
、

あ
と
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
ほ
う

が
、
限
ら
れ
た
ヒ
ト
、
カ
ネ
、
時
間
を
最

大
限
に
活
か
し
た
企
業
成
長
が
図
れ
る
。

パ
イ
オ
ニ
ア
エ
コ
サ
イ
エ
ン
ス
は
栃
木

県
下
に
ラ
ボ
を
所
有
し
、
農
法
の
開
発
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
同
じ
品
種
の
種
子
を

使
っ
て
も
、
単
収
は
農
家
に
よ
っ
て
違
う
。

糖
度
も
違
う
。
栽
培
管
理
の
違
い
が
原
因

だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
高
い
収
益
を
上
げ

る
農
家
も
あ
れ
ば
、
赤
字
農
家
も
あ
る
。

シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
や
味
来
と
い
う
優

れ
た
品
種
の
能
力
を
1
0
0
％
引
き
出
す

た
め
に
は
、
肥
料
や
農
薬
な
ど
の
イ
ン
プ

ッ
ト
を
最
適
に
制
御
す
る
必
要
が
あ
る
。

ラ
ボ
は
そ
の
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
蓄

積
し
て
い
る
。

同
社
は
、「
T
テ
ー
プ
」
と
い
う
点
滴

灌
水
用
の
チ
ュ
ー
ブ
や
液
肥
な
ど
の
農
業

資
材
を
販
売
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
土

壌
･
水
質
分
析
を
ベ
ー
ス
に
、
水
や
肥
料

を
最
適
レ
ベ
ル
に
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト

（
情
報
サ
ー
ビ
ス
）
を
供
給
し
て
い
る
。

農
家
が
最
適
な
栽
培
管
理
を
実
現
し
、
農

家
所
得
を
最
大
化
す
る
お
手
伝
い
を
し
て

い
る
。
農
家
の
大
脳
の
代
わ
り
を
し
て
や

ろ
う
と
い
う
事
だ
。
竹
下
社
長
は
「
我
が

社
は
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
･
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
」
と
い
う
。

パ
イ
オ
ニ
ア
エ
コ
サ
イ
エ
ン
ス
社
は
、

世
界
的
な
育
種
メ
ー
カ
ー
の
血
筋
を
生
か

し
て
、
世
界
の
優
秀
な
ブ
リ
ー
ダ
ー
（
育

種
家
）
の
力
を
借
り
て
、
新
品
種
の
開
発

を
通
し
た
企
業
成
長
を
図
っ
て
い
る
。
日

本
の
伝
統
的
な
種
苗
業
界
が
「
農
家
」
側

の
観
点
か
ら
品
種
改
良
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
に
対
し
、
同
社
は
「
消
費
」
側
の
観

点
か
ら
新
品
種
を
開
発
し
、
従
来
は
な
か

っ
た
新
し
い
市
場
を
創
出
し
な
が
ら
企
業

成
長
を
図
る
経
営
戦
略
で
あ
る
。
竹
下
社

長
は
、
種
苗
の
「
キ
ャ
プ
テ
ン
･
オ
ブ
･

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
」（
産
業
の
総
帥：

一

橋
大
学
建
学
以
来
の
伝
統
）
を
目
指
し
て

い
る
。
意
気
軒
昂
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
述
の
通
り
ま
だ
ニ
ッ
チ
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
勝
者
で
あ
る
。
日
本
の

ト
マ
ト
生
産
額
は
1
9
0
0
億
円
も
あ
る
。

生
食
用
が
大
き
く
、
調
理
用
は
小
さ
な
市

場
で
あ
る
。
ま
た
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
、

飼
料
用
の
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
巨
大
市
場
に

比
べ
れ
ば
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
小
さ
な

市
場
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
ニ
ッ
チ
･
マ
ー

ケ
ッ
ト
だ
。
そ
こ
で
の
高
級
ブ
テ
ィ
ッ
ク

的
存
在
だ
。

次
の
戦
略
は
、
日
本
の
ト
マ
ト
市
場
の

本
命〝
生
食
用
〞の
開
発
で
あ
る
。
今
度
は

そ
こ
に
照
準
を
当
て
た
新
品
種
開
発
を
企

画
し
て
い
る
。
種
苗
業
界
の
ガ
リ
バ
ー
、

タ
キ
イ
種
苗
や
サ
カ
タ
に
挑
む
こ
と
に
な

る
。「
消
費
」側
か
ら
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
育
種
力
の
両
輪
が
真
価
を
発
揮
し
、
生

食
用
ト
マ
ト
で
シ
ェ
ア
を
拡
大
で
き
た
と

き
、
キ
ャ
プ
テ
ン
･
オ
ブ
･
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
に
な
る
と
い
う
夢
が
実
現
し
よ
う
。
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（注）パイオニアエコサイエンス調べ。種子販売量から推定。 

図③　スイートコーン「味来」の栽培面積の拡大


